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ま
え
が
き

現
代
哲
学
に
は
、
い
く
つ
か
の
流
派
が
あ
る
。
そ
の
流
派
の
ひ
と
つ
に
、
分
析
哲
学
（A

nalytic Philosophy

（
が

あ
る
。
分
析
哲
学
は
い
く
つ
か
の
分
野
に
細
分
さ
れ
る
が
、
特
に
中
核
的
役
割
を
は
た
し
て
き
た
も
の
に
、
論
理
学
研

究
、
言
語
哲
学
（Philosophy of Language

（、
科
学
哲
学
（Philosophy of Science

（
が
あ
る
。

二
〇
世
紀
に
言
語
論
的
転
回
（linguistic turn

（
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
広
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
（Rorty （（（（

（。
そ

の
後
、
哲
学
に
ど
の
よ
う
な
発
展
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

本
書
の
目
的
の
ひ
と
つ
は
、
言
語
哲
学
研
究
の
発
展
の

後
に
形
而
上
学
研
究
が
深
め
ら
れ
て
い
く
自
然
な
発
展
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
分
析
哲
学
は
、

こ
の
よ
う
な
進
展
を
見
せ
る
中
で
、
哲
学
と
し
て
も
適
用
範
囲
を
拡
張
し
、
同
時
に
深
化
し
て
い
っ
た
。
分
析
哲
学
の

最
近
の
展
開
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
私
の
見
解
を
説
明
す
る
こ
と
が
、
本
書
の
目
論
見
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
今

世
紀
に
入
っ
て
、
日
本
で
も
分
析
形
而
上
学
（A

nalytic M
etaphysics

（
の
研
究
が
盛
ん
に
な
り
、
優
れ
た
研
究
書

や
入
門
書
が
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
中
山（00（; 

秋
葉
ほ
か（0（（; 
倉
田（0（（; 

柏
端（0（（; 

加
地（0（（

（。
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分
析
哲
学
は
、
一
九
二
〇
年
代
に
活
動
を
開
始
し
た
論
理
実
証
主
義
者
た
ち
に
顕
著
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の

出
発
点
に
お
い
て
は
形
而
上
学
的
傾
向
の
あ
る
伝
統
的
哲
学
を
批
判
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
と
き
基

盤
に
さ
れ
た
の
が
、
論
理
学
研
究
、
科
学
哲
学
、
言
語
哲
学
だ
っ
た
。
し
か
し
二
〇
世
紀
半
ば
に
、
ア
メ
リ
カ
の
哲
学

者
ク
ワ
イ
ン
が
論
理
実
証
主
義
批
判
を
通
し
て
、
反
基
礎
づ
け
主
義
的
で
自
然
主
義
的
な
分
析
哲
学
の
可
能
性
を
示
し

て
み
せ
た
。
そ
し
て
二
〇
世
紀
末
に
は
、
か
な
り
の
数
の
分
析
形
而
上
学
者
た
ち
が
現
れ
て
、
古
代
哲
学
や
中
世
哲
学

と
問
い
を
共
有
す
る
方
向
に
探
究
を
進
め
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
分
析
哲
学
は
、
回
り
道
を
し
な
が
ら
、
古
代
ギ
リ
シ

ャ
以
来
哲
学
者
た
ち
が
取
り
組
ん
で
き
た
問
い
を
真
剣
に
う
け
と
め
る
場
所
へ
と
た
ど
り
つ
い
た
の
で
あ
る
。

私
は
以
前
、﹃
現
代
唯
名
論
の
構
築
﹄（（00（

（
と
い
う
本
を
書
き
、
自
分
の
形
而
上
学
的
思
索
を
展
開
し
て
み
た
。

し
か
し
、
こ
の
﹁
現
代
唯
名
論
（Contem

porary N
om

inalism

（﹂
と
い
う
命
名
は
私
の
立
場
を
適
切
に
表
し
て
い
な

い
と
、
今
で
は
思
っ
て
い
る
。
こ
の
旧
著
作
で
も
私
は
、
対
象
は
時
空
的
に
拡
が
っ
て
い
る
と
い
う
四
次
元
主
義

（Four-dim
ensionalism

（
の
立
場
を
と
っ
て
い
た
が
、﹁
唯
名
論
﹂
と
い
う
名
称
に
は
こ
の
こ
と
が
反
映
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
こ
で
本
書
で
は
、﹁
現
代
唯
名
論
﹂
の
代
わ
り
に
﹁
プ
ロ
セ
ス
形
而
上
学
（Process M

etaphysics

（﹂
と
い
う

名
称
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
言
う
プ
ロ
セ
ス
は
、
時
空
的
に
拡
が
っ
た
動
的
な
存
在
者
の
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
プ
ロ
セ
ス
形
而
上
学
は
、
プ
ロ
セ
ス
存
在
論
（Process O

ntology

（
と
プ
ロ
セ
ス
認
識
論
（Process 

Epistem
ology

（
か
ら
な
る
哲
学
的
体
系
で
あ
る
。

本
書
で
は
、
拙
著
﹃
現
代
唯
名
論
の
構
築
﹄
で
と
ら
れ
て
い
た
唯
名
論
的
立
場
を
プ
ロ
セ
ス
存
在
論
へ
と
発
展
さ
せ

て
い
く
。
こ
の
と
き
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
質
料
形
相
論
（H

ylom
orphism

（
が
重
要
に
な
る
。
私
が
提
案
す
る
プ
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ロ
セ
ス
存
在
論
で
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
質
料
は
動
的
な
プ
ロ
セ
ス
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
宇
宙
を
構
成

す
る
根
底
的
な
存
在
者
は
動
的
存
在
者
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
動
的
存
在
者
が
プ
ロ
セ
ス
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
宇
宙
自
身
も
ひ
と
つ
の
プ
ロ
セ
ス
、
す
な
わ
ち
、
最
大
プ
ロ
セ
ス
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
近
年
、

私
は
論
文
﹁
四
次
元
主
義
の
存
在
論
と
認
識
論
﹂（（0（（

（
で
、
認
識
論
の
存
在
論
的
前
提
を
四
次
元
主
義
の
立
場
か

ら
記
述
し
た
。
本
書
で
は
、
こ
の
四
次
元
主
義
的
認
識
論
の
こ
と
を
﹁
プ
ロ
セ
ス
認
識
論
﹂
と
呼
ん
で
い
る
。
さ
ら
に

本
書
で
は
新
し
く
、
行
為
主
体
の
観
点
か
ら
と
ら
え
た
様
相
的
視
点
を
︿
内
部
的
様
相
﹀
と
し
て
分
析
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
プ
ロ
セ
ス
存
在
論
に
こ
の
プ
ロ
セ
ス
認
識
論
を
加
え
た
も
の
が
、
プ
ロ
セ
ス
形
而
上
学
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

本
書
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
﹁
四
次
元
主
義
哲
学
の
新
展
開
﹂
と
は
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
形
而
上
学
の
こ
と
を
指
し
て

い
る
。

プ
ロ
セ
ス
存
在
論
に
対
比
さ
れ
る
存
在
論
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
提
案
し
た
実
体
論
（Substance T

heory

（
で

あ
る
。
実
体
論
と
は
、
物
体
の
背
後
に
時
間
経
過
の
中
で
不
変
に
と
ど
ま
る
実
体
が
あ
る
と
主
張
す
る
説
で
あ
る
。
伝

統
的
哲
学
で
は
多
く
の
場
合
、
実
体
論
が
と
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
現
代
の
分
析
哲
学
の
中
で

も
続
い
て
い
る
。
本
書
は
、
こ
の
よ
う
な
伝
統
に
逆
ら
っ
て
、
実
体
で
は
な
く
、
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
が
根
本
的
な
存
在
者

だ
と
主
張
し
、
そ
れ
を
基
盤
に
し
た
哲
学
的
考
察
を
展
開
す

（
（
（

る
。
実
体
論
が
存
在
者
の
固
定
性
・
継
続
性
を
重
視
す
る

の
に
対
し
、
プ
ロ
セ
ス
形
而
上
学
は
、
存
在
者
が
宇
宙
の
プ
ロ
セ
ス
の
部
分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
存
在
者
の
変
容
プ

ロ
セ
ス
を
重
視
す
る
。
つ
ま
り
、
存
在
者
を
、
生
成
・
変
貌
・
分
裂
・
融
合
・
消
滅
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
と
ら
え

る
こ
と
を
重
視
す
る
の
で
あ
る
。

本
書
の
目
的
の
ひ
と
つ
は
、
言
語
哲
学
に
興
味
の
あ
る
読
者
を
分
析
形
而
上
学
の
領
域
へ
と
導
く
こ
と
で
あ
る
。
ま
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た
こ
の
道
筋
は
、
私
自
身
が
た
ど
っ
た
も
の
で
も
あ
る
。
私
は
も
と
も
と
言
語
哲
学
の
研
究
者
だ
っ
た
が
、
そ
の
研
究

を
徐
々
に
形
而
上
学
の
方
へ
と
広
げ
て
い
っ
た
。
形
而
上
学
に
い
た
る
道
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
こ
と
を
、
哲

学
の
歴
史
は
教
え
て
く
れ
る
。
そ
し
て
分
析
哲
学
内
部
で
も
、
言
語
哲
学
か
ら
分
析
形
而
上
学
へ
の
道
が
新
た
に
示
さ

れ
た
。
ま
た
言
語
哲
学
の
問
題
の
い
く
つ
か
も
、
存
在
論
や
認
識
論
の
視
点
か
ら
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
書
を

読
ん
で
、
言
語
哲
学
か
ら
形
而
上
学
に
い
た
る
ひ
と
つ
の
道
を
一
緒
に
た
ど
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

本
書
の
さ
ら
な
る
目
的
は
、
プ
ロ
セ
ス
形
而
上
学
の
構
築
で
あ
る
。
プ
ロ
セ
ス
形
而
上
学
は
、
存
在
論
の
提
示
だ
け

で
は
不
十
分
で
あ
り
、
適
切
な
認
識
論
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
、
本
書
の
主
張
で
あ
る
。
プ
ロ

セ
ス
認
識
論
は
、
行
為
主
体
の
存
在
論
的
位
置
づ
け
を
基
礎
に
し
た
認
識
論
で
あ
る
。
認
識
論
の
根
本
的
部
分
が
存
在

論
に
依
存
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
プ
ロ
セ
ス
形
而
上
学
の
ひ
と
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
プ
ロ
セ
ス
形
而
上
学
は
、︿
超
越

的
視
点
﹀
に
基
づ
く
記
述
と
︿
内
部
か
ら
の
視
点
﹀
に
基
づ
く
記
述
を
区
別
す
る
。︿
超
越
的
視
点
﹀
は
、
い
わ
ば

﹁
鳥
の
視
点
﹂
で
あ
り
、
存
在
論
的
描
写
を
可
能
に
す
る
。
こ
れ
に
対
し
︿
内
部
か
ら
の
視
点
﹀
は
、
い
わ
ば
﹁
虫
の

視
点
﹂
で
あ
り
、
認
識
論
的
描
写
を
可
能
に
す
る
。
宇
宙
は
こ
れ
ら
二
つ
の
視
点
か
ら
適
切
に
記
述
で
き
る
と
い
う
の

が
、
本
書
で
提
案
す
る
プ
ロ
セ
ス
形
而
上
学
の
立
場
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
本
書
の
内
容
を
簡
潔
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。
本
書
は
、
四
部
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

第
Ⅰ
部
﹁
言
語
哲
学
の
形
而
上
学
的
前
提
﹂
で
は
、
ま
ず
第
一
章
﹁
言
語
哲
学
史
粗
描
﹂
で
分
析
哲
学
に
お
け
る
言

語
哲
学
の
歴
史
を
紹
介
し
な
が
ら
、
そ
こ
で
何
が
前
提
に
さ
れ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
こ
こ
で
特
に
注

目
し
た
い
の
は
、
部
分
と
全
体
の
問
題
、
個
体
化
の
問
題
、
対
象
の
階
層
性
の
問
題
、
部
分
関
係
と
時
間
と
の
関
わ
り
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の
問
題
な
ど
で
あ
る
。
第
二
章
﹁
部
分
全
体
論
﹂
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
が
議
論
さ
れ
る
。
部
分
全
体
論
は
、
本
書
の

中
軸
と
な
る
存
在
論
で
あ
り
、
標
準
的
部
分
全
体
論
と
い
う
形
式
的
体
系
お
よ
び
そ
れ
に
種
名
辞
（sortal term

（
の

使
用
が
加
え
ら
れ
た
体
系
が
紹
介
さ
れ
る
。

第
Ⅱ
部
﹁
実
体
論
と
プ
ロ
セ
ス
存
在
論
﹂
で
は
、
古
代
哲
学
以
来
支
配
的
だ
っ
た
実
体
論
と
本
書
が
提
案
す
る
プ
ロ

セ
ス
存
在
論
が
比
較
さ
れ
る
。
第
三
章
﹁
実
体
論
の
歴
史
﹂
で
は
、
古
代
哲
学
か
ら
現
代
の
分
析
哲
学
に
い
た
る
ま
で

実
体
論
が
支
配
的
な
存
在
論
だ
っ
た
こ
と
を
見
て
い
く
。
そ
し
て
第
四
章
﹁
プ
ロ
セ
ス
存
在
論
﹂
で
は
、
標
準
的
部
分

全
体
論
の
四
次
元
的
解
釈
が
提
案
さ
れ
、
そ
の
一
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
で
あ
る
プ
ロ
セ
ス
存
在
論
が
紹
介
さ
れ
る
。
プ
ロ
セ

ス
存
在
論
は
、
も
の
を
中
心
と
し
た
存
在
論
と
は
相
い
れ
ず
、
時
空
に
拡
が
っ
た
動
的
プ
ロ
セ
ス
を
軸
に
す
る
存
在
論

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
プ
ロ
セ
ス
存
在
論
は
実
体
論
と
鋭
く
対
立
す
る
立
場
で
あ
る
。

第
Ⅲ
部
﹁
プ
ロ
セ
ス
形
而
上
学
﹂
で
は
、
第
Ⅱ
部
で
導
入
さ
れ
た
プ
ロ
セ
ス
存
在
論
を
前
提
に
し
て
、
宇
宙
の
中
の

プ
ロ
セ
ス
の
ひ
と
つ
と
し
て
行
為
主
体
を
位
置
づ
け
る
。
ま
た
、
行
為
主
体
の
志
向
的
状
態
を
描
く
こ
と
で
、
プ
ロ
セ

ス
認
識
論
が
表
現
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
プ
ロ
セ
ス
存
在
論
と
プ
ロ
セ
ス
認
識
論
を
合
体
さ
せ
た
も
の
と
し
て
プ
ロ
セ
ス

形
而
上
学
が
導
入
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
第
五
章
﹁
プ
ロ
セ
ス
存
在
論
と
プ
ロ
セ
ス
認
識
論
﹂
の
中
で
議
論
さ
れ
る
。

そ
し
て
第
六
章
﹁
時
間
と
様
相
﹂
で
は
、
プ
ロ
セ
ス
存
在
論
が
持
つ
︿
超
越
的
視
点
﹀
と
プ
ロ
セ
ス
認
識
論
が
持
つ

︿
内
部
か
ら
の
視
点
﹀
か
ら
、
時
間
の
問
題
と
様
相
の
問
題
を
分
析
す
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
視
点
は
、
時
間
論
と
様
相

論
の
中
で
も
重
要
な
役
割
を
は
た
す
の
を
、
私
た
ち
は
見
る
こ
と
に
な
る
。

第
Ⅳ
部
﹁
プ
ロ
セ
ス
形
而
上
学
の
適
用
﹂
で
は
、
第
Ⅲ
部
ま
で
の
記
述
で
完
成
さ
れ
た
プ
ロ
セ
ス
形
而
上
学
を
用
い

て
、
世
界
の
中
の
現
象
を
具
体
的
に
記
述
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
具
体
的
記
述
に
よ
っ
て
プ
ロ
セ
ス
形
而
上
学
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の
特
徴
が
よ
り
鮮
明
に
さ
れ
て
い
く
。
プ
ロ
セ
ス
形
而
上
学
は
、
本
質
主
義
を
拒
否
し
、
存
在
論
と
認
識
論
の
両
方
に

お
い
て
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
柔
軟
な
視
点
に
よ
っ
て
、
階
層
性
を
と
も
な
う
多
く
の
現

象
が
プ
ロ
セ
ス
形
而
上
学
に
基
づ
い
て
記
述
で
き
る
こ
と
を
、
私
た
ち
は
第
Ⅳ
部
で
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

付
録
で
は
、
本
書
が
前
提
し
て
い
る
二
つ
の
形
式
的
体
系
で
あ
る
プ
ロ
セ
ス
存
在
論
と
分
岐
的
プ
ロ
セ
ス
モ
デ
ル
を

描
写
す
る
と
と
も
に
そ
れ
を
解
説
し
て
い
く
。
こ
の
付
録
は
、
こ
れ
ら
の
二
つ
の
体
系
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め

に
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
は
、
言
語
哲
学
に
興
味
が
あ
る
人
と
形
而
上
学
や
伝
統
的
哲
学
に
興
味
が
あ
る
人
の
両
方
に
読
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。
言
語
哲
学
で
は
何
が
問
題
と
さ
れ
て
き
た
か
、
そ
し
て
、
形
而
上
学
は
ど
ん
な
観
点
か
ら
哲
学
の
問
題
に
取
り

組
ん
で
き
た
か
の
両
方
が
、
本
書
で
は
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
系
を
つ
な
ぐ
ひ
と
つ
の
方
法
と

視
点
を
、
本
書
は
提
供
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
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